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１ 平成１９年度の博物館運営 

■ 事 業 の 概 要 

 第１回企画展では「流山庚申塔探訪」を開催し、関連事業としてスライドシ

ョーを行った。 

第２回企画展では、昨年度に引き続き「ちょっと昔のくらし」を開催した。

これは小学校４年生の社会科単元「きょうどにつたわるねがい」で、１００ 

年くらい前から現在に至るまでの道具や暮らしの移り変わりを学習するのに対

応した展示である。 

ミニ企画展として、市制施行４０周年記念｢流山市第九演奏会までの日々を追

って｣と題して、平成１９年１２月に行われた流山市第九演奏会を記録した写真

展及び「アンコール流山庚申塔探訪パネル展」を第２展示室で開催した。 

教育普及事業では、ふるさと入門講座として３コース「考古学コース」・「石

仏コース」・「流山今は昔コース」を実施し、さらに、学校週５日制に伴う余暇

利用の一貫として「博物館子ども教室」（茶道教室・絵画教室・どんぐり笛づく

り等）を開催した。また、博物館案内パンフレットを発行し、催し物スケジュ

ールを掲載した。 

収集保管事業では、市民から民俗資料等２２件１９８点の寄贈を受け入れた。 

調査研究事業では、当該年度の企画展の調査をはじめ、板碑調査を実施した。 

 市史編さん活動事業では、市内史跡巡り・古文書講座などを実施した他、市

史研究第２０号刊行及び館内古文書の整理作業を引き続き実施した。 

 

●日 誌 抄 

 4月 14 日 

 5月 11 日 

 5月 20 日 

5月 25 日 

6月 10 日 

7月 15 日 

 7月 15 日 

 

7月 22 日 

8月 11 日 

8月 19 日 

8月 19 日 

9 月 2 日 

9 月 8 日 

9月 22 日 

 

10 月 2 日 

 

10 月 7 日 

10 月 28 日 

 

子ども絵画教室 

市史編さん審議会 

子ども勾玉づくり教室 

博物館協議会 

子ども貝輪づくり教室 

古文書講座（全４回） 

第１回企画展～（9/17） 

「流山庚申塔探訪」 

子ども竹細工教室 

子どもアンギンづくり教室 

「石仏コース」（全４回） 

 企画展関連事業 

 企画展関連事業 

子ども茶道教室 

「流山今は昔コース」 

（全４回） 

第２回企画展 ～(11/25) 

「ちょっと昔のくらし」 

子ども勾玉づくり教室 

子どもどんぐり笛づくり教室 

10 月 31 日 

11 月 29 日 

12 月 2 日 

12 月 22 日 

 

1月 12 日 

1月 29 日 

2 月 1 日 

 

 

2 月 9 日 

2月 10 日 

3月 13 日 

3月 16 日 

 

 

防災訓練 

市史編さん審議会 

子ども絵画教室 

ミニ企画展～（1/20） 

 「第九演奏会写真展」 

子ども勾玉づくり教室 

博物館協議会 

ミニ企画展～（2/28） 

「アンコール流山庚申塔探

訪パネル展」 

「考古学コース」(全４回) 

子どもどんぐり工作教室 

市史編集委員会 

子どもアンギンづくり教室 
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■ 統 計 資 料  

●予算・決算                           （単位：円） 

予算額 予算額 
事  業  名 

決算額 
事  業  名 

決算額 

2,255,000 11,920,000 
博物館事務管理事業 

2,141,979 

一茶双樹記念館及び 

杜のアトリエ黎明指定管

理者事業 11,800,000 

9,485,000 519,300 
博物館活動事業 

8,681,703 

杜のアトリエ黎明維持

管理事業 518,472 

12,866,500 1,417,000 
博物館施設管理事業 

11,786,155 
市史編さん活動事業 

1,188,936 

328,950 1,861,000 一茶双樹記念館 

維持管理事業 322,930 
流山の歴史刊行事業 

1,018,463 

40,652,750 
  合   計 

37,458,638 

※職員の人件費は上記予算に含まない。 

●月別入館者数 

団     体  区分 

月 
個  人 

入館者数 団体数 
計 

４月 １，５８１人 ２５４人 ４団体 １，８３５人 

５月 １，２５１人 ３０９人 ３団体 １，５６０人 

６月 １，８０９人 ２８７人 ２団体 ２，０９６人 

７月 ３，５８４人 ０人 ０団体 ３，５８４人 

８月 ４，１１２人 ３２人 １団体 ４，１４４人 

９月 ３，０１５人 １２２人 ２団体 ３，１３７人 

10 月 ２，７３８人 ５５１人 ７団体 ３，２８９人 

11 月 ２，１５７人 ２５８人 ３団体 ２，４１５人 

12 月 １，４９０人 １８人 ２団体 １，５０８人 

１月 １，３７０人 ４６人 １団体 １，４１６人 

２月 １，３３１人  ０人 ０団体 １，３３１人 

３月 ２，３０２人 ２０６人 ３団体 ２，５０８人 

合計 ２６，７４０人 ２，０８３人 ２８団体 ２８，８２３人 

 

●各事業参加者数 

 企画展関連事業「流山庚申塔探訪スライドショー」      ３０人 

 ふるさと入門講座「考古学コース」全４回         １４７人 

 ふるさと入門講座「石仏コース」全４回          ２４９人 

 ふるさと入門講座「流山今は昔コース」全４回       １６５人 

 博物館子ども教室 全１２回               ２４５人 

 「古文書講座」全３回                   ９７人 

 

●博物館利用者数 ＊月別入館者数と各事業参加者数合計  ２９，７５６人
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■ 出 版 活 動 

●出版物 

名        称 判 頁 部数 

『流山市立博物館年報 №２９』 Ａ４  ３０ ３５０ 

『聞き書き 電化製品のある暮らし』 Ａ４ １４４ ６００ 

調査研究報告書２５『懐かしの流山Ⅱ～風景の今昔～』 Ａ４  ９６ ７００ 

『流山市史研究 第２０号』 Ａ５  ６９ ３００ 

 

 

●図書販売実績 

＊絶版非掲載 

書    名 頒価 販売数 書    名 頒価 販売数 

４流山の絵馬と額 1,260 1 流山市史研究 第４号 1,150 － 

６流山の職人 1,470 1 流山市史研究 第５号 1,260 2 

７流山の農業 840 1 流山市史研究 第６号 1,150 － 

８流山の講 1,360 8 流山市史研究 第７号 1,260 4 

９流山の衣生活 1,050 － 流山市史研究 第８号 1,150 1 

10 河川と流山 1,360 6 流山市史研究 第９号 1,150 － 

11 流山の屋敷神 1,470 8 流山市史研究 第 10 号 1,260 1 

12 流山の道 1,260 8 流山市史研究 第 11 号 1,150 2 

13 流山糧秣廠 1,050 2 流山市史研究 第 12 号 1,050 2 

16 不思議 1,360 4 流山市史研究 第 13 号 1,050 1 

17 下総のはにわ 520 8 流山市史研究 第 14 号 1,050 － 

18 流山と自転車 580 1 流山市史研究 第 15 号 1,050 3 

19 中野久木谷頭遺跡 900 4 流山市史研究 第 16 号 730 3 

20 吉野誠の世界 600 9 流山市史研究 第 17 号 500 － 

21 流山の醸造業Ⅰ【資料編】 1,260 13 流山市史研究 第 18 号 500 3 

22 流山の醸造業Ⅱ【本文編】 1,150 16 流山市史研究 第 19 号 320 36 

23 博物館でタイム・トリップ 710 48 流山市史研究 第 20 号 300 2 

24 流山庚申塔探訪 1,330 146 流山市史 八木村誌 4,200 － 

25 懐かしの流山Ⅱ 700 10 流山市史 流山町誌 4,200 2 

聞き書き 流山の野菜作り    340 8 流山市史 新川村文書 4,200 － 

聞き書き電化製品のある暮らし 380 18 流山市史 利根運河 5,250 2 

常設展示図録 560 45 流山市史 近世資料編Ⅰ 5,250 － 

展示図録(第２集) 520 － 流山市史 近世資料編Ⅱ 5,250 － 

館蔵品図録 1,050 － 流山市史 近世資料編Ⅲ 6,300 1 

館蔵品図録Ⅱ 1,050 － 流山市史 近世資料編Ⅳ 6,300 1 

流山のむかし    500 90 流山市史 近世資料編Ⅴ 6,300 1 

流山市文化財マップ    300 28 流山市史 近世資料編Ⅵ 4,720 1 

笹岡了一人と画業の軌跡    730 2 流山市史 植物編 4,200 1 

テレホンカード 800 2 流山市史 民俗編 6,300 3 

メモパッド 100 133 流山市史 文化財編 4,200 2 

流山市史研究 第２号 840 １ 流山市史 通史編Ⅰ 2,620 7 

流山市史研究 第３号 1,050 1 流山市史 通史編Ⅱ 2,500 6 
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■施 設 管 理 

●第２展示室利用状況 

 企画展等で利用していない時は、市民の芸術活動を支援するため、無料で貸

出しをしている。 

利用期間 主催者 利用内容 
期間内 

入館者数 

4 月 17 日～5 月 20 日 
博物館子ども教室 

参加者 
子ども絵画教室の作品展 2,167 人 

3 月 4 日～3 月 9 日 流山の風景を描く会 油絵・水彩画展 863 人 

3 月 22 日～3 月 30 日 生涯学習課 三輪野山貝塚出土品展 751 人 

合    計 3,781 人 

 

 

７月１５日～  ９月１７日 第１回企画展「流山庚申塔探訪」       ６５日間 

１０月  ２日～１１月２５日 第２回企画展「ちょっと昔のくらし」    ５５日間 

１２月２２日～  １月２０日 ミニ企画展「第九演奏会写真展」       ３０日間 

２月  １日～  ２月２８日 ミニ企画展「ｱﾝｺｰﾙ流山庚申塔探訪パネル展」２８日間  
 合計１７８日間は主催事業で使用 

 

                  

▲第２展示室  

 

■流山市立博物館協議会 

博物館長の諮問機関である｢流山市立博物館協議会｣の会議を開催し、博物館

活動に伴う基本的事項について協議した。 

平成１９年度は、５月２５日(金)、１月２９日(火）の計２回開催した。 
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２ 展示公開事業 

■ 企画展「流山庚申塔探訪」 

開催期間＝平成１９年７月１５日（日）～平成１９年９月１７日（月・祝） 

観覧者数＝８，１１４人 

 

開 催 趣 旨 

庚申塔は流山市内で最も多い江戸時代の石仏である。その数の多さから、

いかに江戸時代に庚申信仰が流行していたかがうかがえる。また庚申塔は信

仰や民俗ばかりでなく、地名をはじめいろいろな当時の様子を教えてくれる

身近な文化財でもある。博物館では市内所在の庚申塔を調査し、企画展を開

催した。貴重な文化財である庚申塔を知り、見直す機会になるように実物を

含め写真やパネルで紹介した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲展示状況 

 

【展示構成図】 
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▲展示状況 

 

 

 

■ 企画展関連事業 「流山庚申塔探訪」スライドショー 

   企画展「流山庚申塔探訪」の開催期間中に、流山市内を６地区に分け、地

区別に庚申塔を紹介するスライドショーを実施した。２回とも内容は同じで

あり、ふるさと入門講座「石仏コース」第４回（９月１６日）の中でも同様

の内容の発表を行った。 

解説は「庚申塔を調査し隊」が行った。「庚申塔を調査し隊」はふるさと

入門講座「石仏コース」の受講生（一般市民）のうち、現地調査活動希望

者が集まり活動をしたものである。 

 

〔スライドショーの構成〕 

  第１区 運河駅周辺 

  第２区 江戸川台駅周辺 

  第３区 初石駅周辺 

  第４区 流山セントラルパーク 

      駅周辺 

  第５区 流山・鰭ヶ崎駅周辺 

  第６区 豊四季・南柏駅周辺 

 

  実施日：８月１９日（日） 

      ９月 ２日（日） 

  解 説：庚申塔を調査し隊 

  参加者数：第１回 １９名 

       第２回 １１名    ▲スライドショー メンバー紹介の様子 
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■ 企画展「ちょっと昔のくらし」 

開催期間＝平成１９年１０月２日（火）～平成１９年１１月２５日（日） 

観覧者数＝５，５３７人 

 

開 催 趣 旨 

 小学校４年生は社会科単元「きょうどにつたわるねがい」で、100 年くらい前

からの生活の移り変わりを学習する。当館では、この時期に 100 年くらい前の

民具や写真を展示し、学習の手助けができればと考え、企画展「ちょっと昔の

くらし」を開催している。毎年少しずつ構成や資料を替え、今回が７回目であ

る。この企画展には、市内外の小学生が団体で来館し、昔の民具の見学や体験

などを通じ学習をしている。 

 また、一般市民に対しても流山市の 100 年くらい前からの歴史を理解するこ

とはもとより、展示資料を通じて世代間交流の場を目指した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

               ▲展示状況 

 

【展示構成図】 
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               ▲展示状況 

 

            展示した 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲資料に触れることができるコーナー ▲企画展にあわせて新収蔵資料である 

                   酒店の懐かしい用具も博物館入口に 

                   展示した 
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■ ミニ企画展 

●「第九演奏会～演奏会までの日々を追って～」写真展 

開催期間＝平成１９年１２月２２日（土）～平成２０年１月２０日（日） 

観覧者数＝１，４１３人 

開 催 趣 旨 

  平成１９年１２月に開催された市民公募による第九演奏会の発会式から演

奏会本番までの全記録を追った写真及び映像を展示し、流山市における芸術

文化を紹介する企画展示を、同演奏会実行委員会の協力により実施した。 

 

 

▲展示状況 

 

 

●アンコール「流山庚申塔探訪」パネル展 

開催期間＝平成２０年２月１日（金）～平成２０年２月２８日（木） 

観覧者数＝１，３３１人 

開 催 趣 旨 

第１回企画展「流山庚申塔探訪」は 8,000 人を超す入場者で好評のうちに

終了した。その時に作成したパネルが多数あり、実物資料を展示しなくても、

流山市内の江戸時代の様子を教えてくれる庚申塔について紹介することがで

きるため、パネル展示により市内の庚申塔を紹介した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲展示状況
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３ 教育普及事業 

■ ふるさと入門講座 

●「考古学コース」 

   中近世の考古学への入門をはじめ、近年の考古学の成果を学び、地域の

歴史を学ぶ方法や、生涯学習の楽しみを知る一助とした。       

 （敬称略） 

回 期  日 講   師 演   題 
参 加 

者 数 

１ ２月 9 日（土） 中近世考古学入門 ４６人 

２ ２月 23 日（土） 中近世東葛飾の拠点 ３４人 

３ ３月 8 日（土） 房総に来たドンロドリゴ ３９人 

４ ３月 22 日（土） 

石崎 悠文 (博士) 

中近世と現代の流山 ２８人 

参加人数合計 １４７人 

 

●「石仏コース」 

   企画展に関連して、庚申塔についてを主軸に学び、石仏をとおして地域

の歴史や民俗、地域の歴史を学ぶ方法、生涯学習の楽しみを知ってもらう

目的で開催した。 

（敬称略） 

回 期  日 講   師 演   題 
参 加 

者 数 

１ ８月 19 日（日） 台東区文化財保護調査員 

伊藤 宏之 
板碑にみる庚申信仰 ７０人 

２ ９月２日（日） 江戸時代の庚申塔１・かたち ６６人 

３ ９月９日（日） 江戸時代の庚申塔２・銘文 ５７人 

４ ９月 16 日（土） 

慶應義塾大学准教授 

石神 裕之 

流山の庚申塔 ５６人 

参加人数合計 ２４９人 
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●「流山今は昔コース」 

    「小金牧と流山」というテーマのもと、江戸時代の牧の遺構として市内

でもみることのできる野馬土手を中心に、小金牧と流山との関わりを考察

した。                         

（敬称略） 

回 期  日 講   師 演   題 
参 加 

者 数 

１  9 月 22 日（土） 流山の野馬土手と新田開発 ５１人 

２  9 月 29 日（土） オランダ観音と犬落とし穴 ４４人 

３ 10 月 6 日（土） 野馬捕りと捕込 ３７人 

４ 10 月 13 日（土） 

地方史研究家 
青木 更吉 

吉野家日記に見る牧の人足 ３３人 

参加人数合計 １６５人 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
▲石仏コース（第１回）        ▲石仏コース（第２回） 
 

 
▲考古学コース            ▲流山今は昔コース 
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■ 博物館子ども教室 
学校週５日制に対応するため、市内在住の小中学生を対象として、「茶道教室」

「絵画教室」「アンギンづくり」等を毎月１回実施した。 

 

回 期  日 講   師 内   容   参加者数 

１   4 月 14 日（土） 教育研究企画室職員 絵画教室 ２６人 

２   5 月 20 日（日） 博物館職員 勾玉づくり ２１人 

３   6 月 10 日（日） 博物館職員 貝輪づくり ２３人 

４   7 月 22 日（日） 博物館職員 竹細工教室 ３９人 

５   8 月 11 日（土） 博物館職員 アンギンづくり １２人 

６   9 月 8 日（土） 流山市茶道親和会 茶道教室  １８人 

７  10 月 7 日（日） 博物館職員 勾玉づくり １７人 

８  10 月 28 日（日） 博物館職員 どんぐり笛づくり ２４人 

９  12 月 2 日（日） 教育研究企画室職員 絵画教室 ２３人 

１０   1 月 12 日（土） 博物館職員 勾玉づくり １６人 

１１   2 月 10 日（土） 博物館職員 どんぐり工作 １６人 

１２   3 月 16 日（日） 博物館職員 アンギンづくり １０人 

参 加 人 数 合 計 ２４５人 

 

 

 

 

   

 

▲貝輪づくり          ▲竹細工教室 
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■ 博物館実務実習生の受入れ 

   平成１９年度の博物館実習生は、８月２３日から８月３１日までの６日間、 

実習生７名を受け入れた。 

 

博物館実務実習日程表 

期  日 実   習   内   容 

8 月 23 日 ガイダンス・博物館活動概説・館内案内 

8 月 24 日 収集保管事業 

8 月 28 日 調査研究事業 

8 月 29 日 調査研究事業 

8 月 30 日 調査研究事業 

8 月 31 日 施設点検 

 

 

博物館実務実習生一覧 

ＮＯ 大 学 名 学 部 名 学 年 性別 居住地 

１ 

２ 

３ 

４ 

５ 

６ 

７ 

聖徳大学通信 

筑波大学 

東洋大学 

聖徳大学通信 

東京成徳大学 

日本女子大学 

東京農業大学 

人文学部 

第二学群 

文学部 

人文学部 

人文学部 

文学部 

農学部 

４ 

４ 

４ 

４ 

４ 

４ 

４ 

男 

女 

男 

女 

女 

女 

女 

野田市 

流山市 

野田市 

我孫子市 

柏市 

流山市 

流山市 

                  

 

■ 講師派遣 

   市民を中心とした団体及び学校等からの要請により、職員を講師として

派遣した。 

実 施 日 派 遣 先 内    容 人数 

４月２５日（水） 長崎小学校 縄文体験講義 ５５ 

５月 ９日（水） 流山史跡探訪友の会 一茶双樹・醸造業について講義 ２７ 

５月２０日（日） 松の実保育園 史跡めぐり ～流山市街～ ３２ 

６月 ６日（水） 流山史跡探訪友の会 新選組について講義 ２３ 

６月２１日（木） ゆうゆう大学 流山の近代史 ７０ 

７月１０日（火） 流山史跡探訪友の会 一茶双樹･近藤勇陣屋跡現地解説 １６ 

８月 ３日（金） 千葉県教育研究会 史跡めぐり ～流山市街～ ３２ 

８月 ９日（木） 公民館講座 新選組について講義 ２９ 

９月２６日（水） 小山小学校 古い道具と昔のくらし ４１ 

１０月２日（火） 小山小学校 古い道具と昔のくらし ２０ 

１１月 ７日（水） 流山史跡探訪友の会 運河・古墳について講義 １６ 
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４ 調査研究事業 
●「庚申塔調査研究」  

    前年度に『流山庚申塔探訪』の刊行を終え、平成１９年度第１回企画

展「流山庚申塔探訪」の開催に向け、「石仏を調査し隊」とともに、庚申

塔調査を行い、企画展の充実を図った。  
  
         期間＝４月～７月 

 

 

●「ちょっと昔のくらし」  

    平成１９年度第２回企画展「ちょっと昔のくらし」の開催に向け、１

００年くらい前からの民具や玩具を対象として調査研究を行い、企画展

の充実を図った。  
 
         期間＝４月～１０月 

 

 

●「電化製品のある暮らし」に関する聞き書き  
    流山市立博物館ボランティア「聞き書きの会」のメンバーとともに、

報告書の刊行に向けて、調査研究を行った。  
 
         期間＝４月～７月 

 

 

●「板碑調査研究」  
平成２１年度第１回企画展に向けて板碑調査を行った。  

       

期間＝４月～３月 

 

●「石仏調査研究」  
「庚申塔を調査し隊」が企画展「流山庚申塔探訪」の後、「石仏を調査

し隊」と名称をかえ、市内の石仏の調査を月に１回行った。  
       

期間＝１０月～３月 
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５ 市史編さん事業  

■  市史編さん審議会  
  市史編さん事業の推進にあたり、市史編さん事業に対する要望や意見を広

く求め、その方向性を検討するため市史編さん審議会を開催した。平成１９

年度は、５月１１日（金）・１１月２９日（木）の計２回を実施した。  
 

■ 市史編集委員会  
平成２１年度刊行予定の『流山の歴史』に係る編集委員会を「流山市史編集  

委員会設置要綱」に基づき組織し、平成２０年３月１３日委員委嘱式及び第

１回委員会を開催した。（任期：平成２２年３月３１日まで）  
 

■ 教育普及事業  

●「古文書講座」  
初心者を対象として開催し、古文書解読の基礎を習得した。（敬称略）  

回 期  日 場  所  内  容 講 師 参加

者数 
１ ７月１５日（日） 台風接近により中止  － 

２ ７月２９日（日） 解読入門 １  36 人 

３ ８月１２日（日） 解読入門 ２  32 人 

４ ８月２６日（日） 

中央図書館会議室 

解読入門 ３  

野田市立郷土博物館

学芸員 
 

猪股 寛 
29 人 

   参加人数合計  97 人 

 
 
 
 
 
 
 
                                     
 
 
 
 
 
 

▲講座風景 
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■ 調査研究事業 

●古文書の解読 

寄贈・寄託・借用の収蔵文書の解読を継続して進めている。 

現在、総点数 22,430 点のうち、7,239 点の解読を終えた。 

 

● 文献史料の公開準備 
博物館で収集・保管している文献史料を web

上に公開する準備として、史料のデータベー
ス化を進めた。 

作業内容としては、史料整理期間が長期間
であったため、その整理作業時期により違い

の生じている史料目録の項目を統一化して通
年で整理をしている。 

なお、web 公開については、画像のデジタル化及び解読文のテキスト化等の
作業が必要となる他、県内他町村との公開様式統一の課題が残るが、県内の

公開決定時に即対応できるように作業を進めている。 
 

 

 

 

 

流山市史編集委員会設置要綱 
 
（趣旨） 
第１条 この要綱は、流山市史編集委員会（以下「編集委員会」という。）の設置に関し、必要な事項を
定めるものとする。 
（設置） 
第２条 流山市史（以下「市史」という。）の編集業務の適正な実施を図るため、流山市教育委員会（以
下「教育委員会」という。）に編集委員会を置く。 
２ 編集委員会は、作成しようとする市史ごとに設置する。ただし、編集の効率上必要があるときは、既
に設置された編集委員会をもって兼ねることができる。 
（所掌事務） 
第３条 編集委員会は、執筆原稿の編集を行い、市史の原案を作成し、教育委員会に提出する。 
（組織） 
第４条 編集委員会は、編集委員をもって組織する。 
２ 編集委員は、執筆者とする。 
３ 前項に掲げる者のほか、専門的見地からの指導及び助言を得るため必要があるときは、監修者及び専
門的知識を有する者を編集委員に加えることができる。 
４ 編集委員は、教育委員会が委嘱する。 
（任期） 
第５条 編集委員の任期は、市史を刊行するまでの間とする。 
（会長） 
第６条 編集委員会に会長を置く。 
２ 会長は、編集委員の互選により定める。ただし、監修者を委嘱した場合は、監修者が会長となる。 
（会議） 
第７条 編集委員会の会議（以下「会議」という。）は、会長が招集し、会長が会議の議長となる。 
２ 会議は、編集委員の半数以上の出席がなければ開くことができない。ただし、特定の専門分野につい
ては、執筆者及び専門的知識を有する者により会議を開催することができるものとする。 
３ 会議の議事は、出席編集委員の過半数をもって決し、可否同数のときは、議長の決するところによる。 
（会議録） 
第８条 事務局は、会議録を作成し、市史刊行後、５年間保存する。 
（事務局） 
第９条 編集委員会の事務局は、流山市立博物館に置くものとする。 
附 則 

この告示は、平成19年４月１日から施行する。 
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６ 収集保管事業 
■ 新収蔵資料  
 受贈資料一覧  
№ 受入日 資   料   名  点数 寄贈者名（敬称略）  

１  H19. 4. 4 エリアマップ（流山市）  １  川根 正教 

２  H19. 5.16 タバコ盆 １  浦川 治郎 

３  H19. 6.26 流山駅スタンプ・時刻表他  １１  大倉 秀之 

４  H19. 6.26 裁縫新教科書他  １２  大田 みき 

５  H19. 8. 9 扇風機 １  田中 佳代 

６  H19. 8.14 磁器・陶器 ７  平柳 文子 

７  H19. 9.21 衣料切符・町役場封筒他  ７  大塚 愛子 

８  H19. 9.21 鍛冶職用万力  １  秋谷 敏文 

９  H19.10. 3 つるべ井戸用滑車  １  友枝 芳明 

10 H19.10. 3 秤 錘 １０  北本 節子 

11 H19.10. 4 カメラ・ストロボ・露出計他  ３６  松永 伶司 

12 H19.11. 8 裁ち板・針箱  ２  田中耕二郎 

13 H19.11.30 ムエンカマド  １  宮崎 静枝 

14 H19.12.11 着物・火鉢・つづら・古銭他  ５５  加藤 弘子 

15 H20. 1.23 竿ばかり他 ２  中西 俊子 

16 H20. 1.31 千葉県東葛飾郡誌他  ５  吉場 豊晃 

17 H20. 2. 1 唐箕 １  坂上 裕一 

18 H20. 2. 1 テープレコーダー他  ９  安武 英一 

19 H20. 2. 6 空中写真 １  北条ヨシ子 

20 H20. 2. 8 写真 ２１  加藤 弘子 

21 H20. 2.13 買い物かご・電気ポット他  １０  岡村 純好 

22 H20. 2.29 土器片・石器片・貝殻  ３  永野 明男 

 計２２件１９８点  
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■ 二次資料  
 購入図書    ３０冊  
 受贈図書類  ７１８点（図書  ７１５点 CD－ROM １点  DVD ２点） 
 
 

■ 資料の館外貸出し  
 博物館資料館外貸出状況  

№  貸出期間  資 料 名 称  点

数  貸 出 先  事由  

１  H19.5.1～ 

H20.3.31 

秋元松子画  
「枯れた花」「残花」「花によせて」 ３  北部地域図書館  展示  

２  H19.8.1～ 

H19.8.26 

笹岡了一画  
「於東葛飾流山」  １  流山市美術家協会  展示  

３  H19.8.17～ 

H19.8.31 

鰭ヶ崎三本松古墳古塚碑拓本  
鰭ヶ崎三本松古墳出土人物埴輪  
鰭ヶ崎三本松古墳出土円筒埴輪

３  流山市生涯学習課  展示  

４  H19.11.4 源氏物語色紙貼交屏風  １ 
学校法人  
江戸川学園  資料  

５  H19.10.21

～H19.12.9 
吉野家文書複製  １ 

葛飾区  
郷土と天文の博物館  

展示  
掲載  

６  H19.9.2～ 

H19.10.20 
鉄瓶・着物・ランプ・洗濯板等  ９  南流山小学校  教材  

７  H19.10.1～ 

19.10.17 

防空頭巾・日の丸寄書・千人針  
ゲートル・塩購入券・衣料切符  ６  東深井小学校  教材  

８  H20.1.23～ 

H20.2.6 

初学読本入門・尋常小学校読本  
小学地理他  ６  八木北小学校  教材  

９  H20.1.30～ 

H20.2.5 

手動計算機・ふいご・天秤棒  
石臼他  ６  鰭ヶ崎小学校  教材  

10 
H20.2.27～ 

H20.4.1 
複製ラベル  12 

株式会社  
グリーンダイナミクス 展示  
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■  資料の撮影・転載許可  
  

博物館資料撮影・転載許可                  (敬称略) 

№ 許可日 資 料 名 称 点数 申 請 者 事由 

１ 4．18 
写真「利根運河を航行する

蒸気船」 
1 岩屋 隆夫 

撮影 
掲載 

２ 5．11 

写真「利根運河を航行する

蒸気船」「運河の浚渫」「利

根運河と運河橋」 

3 

クリエイティブ 

アダック 

株式会社 

撮影 

掲載 

３ 5．25 
写真「1960 年代～70 年代

の流山市」 
1 テレコムスタッフ 閲覧  

４ 6．22 
ポスター画像「天晴みり

ん」「万上みりん」 
2 

クリエイティブ 

アダック 

株式会社 

撮影 

掲載 

５ 10．15 
東深井古墳群出土の埴輪 

     ほか 
11 

流山市教育委員会 

学校教育部指導課 

撮影 

掲載 

６ 10．19 吉野誠撮影写真 40 
株式会社 

郷土出版社 

撮影 

掲載 

７ 11．20 
古文書「御地頭所諸用向控

帳」「日記」 
2 

日野市立新選組の 

ふるさと館 

撮影 

掲載 

８ 1． 8 
ポスター画像「天晴みり

ん」「万上みりん」 
2 

SOOK 

「江戸前の手引き」 

撮影 

掲載 

９ 2．20 絵馬「ばちあたりの仙蔵」 1 

ボーイスカウト流

山第５団カブスカ

ウト隊 

撮影 

掲載 

10 2．20 
『流山の醸造業Ⅱ』 

掲載写真 
6 

株式会社グリーン

ダイナミクス 

撮影 

掲載 
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７ 協力事業  

 市内の文化事業団体と協力して次の事業を実施した。 
 

● 第４回 近藤勇忌 
主  催：大出俊幸 

流山歴史文化研究会 
開催趣旨：新選組局長近藤勇が流山で捕縛されたことから、勇忌

を開催し、本市の歴史を全国に発信するもの。 
期日・内容 

平成１９年４月４日（日） 
              13:30 法要（長流寺） 
              14:00 記念講演（商工会館） 
              講師 佐藤福子 
                「新選組と佐藤彦五郎」 
 
 ●第２回 利根運河まつり 

主  催：流山歴史文化研究会 
後  援：流山市教育委員会（博物館） 
開催趣旨：江戸川と利根川を結ぶ利根運河は、  

明治２３年（１８９０）に開通した。
利根運河は本市における貴重な歴史 
文化資源であり、歴史的に価値の高い
ものとして「選奨土木遺産」、「美しい
日本の歴史的風土」準百選に選定され
ている。そこで、市民を対象として講演会を開催し、利
根運河を広く紹介して本市の歴史文化遺産についての理
解を深めた。 

期日・内容 
            平成１９年９月２３日（日） 
         14:00 講演会（森の図書館視聴覚室） 

講師 岩下 哲典（明海大学教授）  
「江戸川の治水とオランダ人技術者  

イサーク・アンネ・リンド」 
             

 ●第３回 小林一茶まつり 
主  催：流山歴史文化研究会  

流山市教育委員会（博物館） 
開催趣旨：流山は俳人小林一茶がたびたび訪れ、秋元双樹と親交

を深めた地である。一茶・双樹及び一茶双樹記念館を広
く紹介するために実施した。 

期日・内容 
           平成１９年１０月２１日（日） 一茶双樹記念館 
             10:00 子ども川柳大会 
             11:40 紙芝居 
             12:00 川柳大会表彰式 
             14:00 講演会  
                 講師 阿部達二 
                    「藤沢周平の一茶」 
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８ 流山市立博物館のあらまし 
■ 設置の目的  
 流山市立博物館の前身である流山市郷土資料館は、流山市市制施行１０周年

記念事業のひとつで、市立図書館との複合施設として昭和５３年６月１日に開

館した。用地はかつて、葛飾県・印旛県の県庁が置かれていた流山市加の台地

上である。流山市が首都３０㎞圏内に位置し人口が急増する中で、急速に失わ

れていく文化財や郷土資料を保存・展示するためである。それ以前には市史編

さん室が文化財保護行政も担当しながら郷土資料室をもち、民具等資料の収

蔵・展示も行っていた。郷土資料館はそれをさらに充実拡大するものであった。  
 

■  沿  革  
昭和 42 年 １月 １日 流山市市制施行 

昭和 42 年      教育委員会に市史編さん担当がおかれ、文化財保護行政 

も担当する 

昭和 49 年      流山市の３か年実施計画に市立図書館の構想が盛られる 

昭和 50 年      実施計画のマスタープランに、図書館との複合施設とし 

て、郷土資料館が浮上、市制施行 10 周年記念事業に位置 

付けられる 

昭和 51 年      市史編さん室設置 

昭和 52 年 ４月 １日 流山市文化財保護条例施行 

昭和 52 年      コレクター永井仁三郎氏により、資料寄贈の申し入れ 

昭和 52 年 ７月 15 日 郷土資料館開設準備室設置、文化財保護行政は準備室が 

担当 

昭和 53 年 ４月 １日「流山市郷土資料館」公の施設として設置 

館長の下に庶務係と学芸係 

昭和 53 年 ６月 １日 流山市郷土資料館開館 常設展「流山－その風土と歴史」 

「武士と町人－永井コレクションより」のほか小企画展も

開催し、以降毎年企画展を開催する 

昭和 54 年 10 月 １日 設置条例を改正し、教育機関となる 

昭和 55 年 ３月 １日 流山市郷土資料館協議会設置 

昭和 55 年 ３月 20 日 博物館法に基づく登録館となる 

昭和 55 年 ４月 １日 文化財保護行政を社会教育課に移管 

昭和 56 年 ４月 １日 流山市史編さん審議会条例施行 

昭和 57 年 ３月 31 日 流山市史近代資料編『八木村誌』を刊行し、以降市史資 

料編を刊行 

昭和 59 年 ４月 １日 名称を「流山市立博物館」と改称する 

教育委員会に部制がしかれ、社会教育部に所属する 
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機構改革により庶務係、学芸係が一本化されて管理係に、 

市史編さん室が博物館に統合され、市史編さん係となる 

昭和 63 年 ９月 ３日 永井コレクションを中心にオーストラリア ブロードメ

ドゥ市で「日本文化展」を開催 ９月 30 日まで 

昭和 63 年 10 月 15 日  企画展『武士と町人－永井コレクションより－』を収蔵 

展に展示替え 

平成 ７年 ４月 ４日 一茶双樹記念館開館 

平成 ９年 ４月 １日  機構改革により社会教育部が生涯学習部となる 

平成 12 年 12 月 22 日  リニューアル改修工事着手 

平成 13 年 ４月 １日  常設展を新たにし、第２展示室を設置してリニューア 

ルオープン 

平成 13 年 10 月 10 日 杜のアトリエ黎明開館 

平成 14 年 ４月 １日  一茶双樹記念館及び社会教育ギャラリー（杜のアトリ 

エ黎明）が博物館の所管となる 

機構改革により管理係と学芸係となる 

平成 18 年 ４月 １日 指定管理者制度の導入により、一茶双樹記念館及び杜の 

アトリエ黎明の管理・運営が指定管理者となる。 

          （平成１８年度指定管理者：㈱グリーンダイナミクス） 

平成 20 年３月３１日 流山市立博物館協議会の廃止（生涯学習審議会の設置に 

          伴い、協議会の役割を審議会に委ねることとなった。） 
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■  施設概要  
１ 規模                                  ２ 構造  
   建築面積     1,131.00 ㎡       鉄筋コンクリート造り２階建  
   延床面積  ２階  720.00 ㎡             (図書館と複合施設) 
         ３階  960.00 ㎡        ３ 建物設計・監理     
         R 階   72.00 ㎡       ザイマ・サトー建築設計事務所  
                  合計 1,752.00 ㎡    ４ 建築工事  
   敷地面積     4,826.78 ㎡       清水建設株式会社  
        (図書館敷地を含む)        着工 昭和 52 年 7 月 26 日 

竣工 昭和 53 年 3 月 20 日             
                           

５ 各室面積一覧  
 

 

 

 

 

 

 

 

階  室    名  延面積  
収蔵庫  384.0 ㎡ 

荷解室   24.0 ㎡ 

暗室及び印刷室    8.0 ㎡ 

研究工作室   32.0 ㎡ 

前 室   24.0 ㎡ 

事務室   48.0 ㎡ 

応接室   27.0 ㎡ 

整備・機械室    4.6 ㎡ 

掃除物置及び管理室   11.6 ㎡ 

男・女トイレ   20.0 ㎡ 

階段室   12.0 ㎡ 

廊 下   56.8 ㎡ 

展示コーナー   20.0 ㎡ 

ホール   48.0 ㎡ 

 
 
 
 

２  
 
 
 
 
 

階  

  小  計  720.0 ㎡ 

展示室  916.0 ㎡ 

第２展示室（展示室

のうち）  (137.0 ㎡) 

階段室   32.0 ㎡ 

ダクトスペース   12.0 ㎡ 

 
３  
階  

  小  計  960.0 ㎡ 

R 機械室   72.0 ㎡ 

合   計  1,752.0 ㎡ 
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６ 建物総工費 ２５４，６１３千円         ７ 資金内訳 

  内 訳                   

     

     

     

      

        

                                                     

  ８ 展示設計・施工 

   日本エキジビション企画プロダクション 

 

 ９ 展示総事業費                    

４６，２５０千円 

  10 収蔵庫増設費 

             １９，６００千円 

   11 リニューアル事業費 

                                                            ４３，１２９千円 

 

■  設備概要  
１ 電気設備 

  （１）受電設備  ３相３線 6,600V 50Hz 

  （２）変圧器   屋外用油入自冷式 

  （３）進相コンデンサー  ３相 100KVA ２台 

  （４）予備電源（蓄電池） 12V  120AH 

 

２ 空調設備 

  （１）一般系統    冷温水機・空気調和機 

  （２）収蔵庫系統   空冷式空調機・24 時間運転 

  （３）展示ケース系統 空冷式空調機・24 時間運転 

 

３ 放送設備               ５ 防火設備 

  （１）普通用・一般アナウンス       （１）ハロン 1301 消化設備（収蔵庫） 

  （２）非常用               （２）自動火災報知設備 

                       （３）屋内消火栓設備 

 

４ 昇降設備（収蔵庫～展示室）      ６ 防犯設備 

   積載量 300 ㎏               総合ガードシステム（委託） 

   か ご 1m×1m×1.2m(H) 

国庫補助金 32,000,000 円 

県費補助金 32,000,000 円 

地 方 債 50,000,000 円 

一 般 財 源 140,613,000 円 

合  計 254,613,000 円 

本体工事費 178,269,210 円 

電気工事費 28,500,000 円 

付帯工事費 

給排水工事費 

冷暖房工事費 

小 計    

 

12,606,000 円 

28,064,000 円 

69,170,000 円 

その他 

事務費     

外構工事費    

小 計    

 

6,613,000 円 

560,790 円 

7,173,790 円 

合   計  254,613,000 円 
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■  平成 19 年度博物館組織 

 
 
                            管理係（２） 
                                  係長１ 主事１ 
                                  
                                      学芸係（４） 
                                         係長１（次長事務取扱） 
                                   主任学芸員２ 副主査１  

 
 
 
 
 
 
                    

■  流山市立博物館協議会委員（敬称略） 
区 分 氏 名 役   職 備  考 

森     収  流山小学校校長 副会長 
学 校 
教 育 

坂 口 茂 美  南流山中学校校長  

青 木 更 吉  博物館友の会 会 長 
社 会 
教 育 

柴 崎 寛 子  流山市美術家協会副会長   

下津谷 達 男  元国学院栃木短期大学教授   

森   尚 登  千葉県立美術館普及課長   

池 田 哲 朗    

岩 崎 正 樹    

折 戸 直 子    

学 識 
 
 

経 験 

辻 野 弥 生    
任 期 平成１９年５月２５日から平成２１年５月２４日まで  
＊生涯学習審議会に統合するため、平成２０年３月３１日を以て解嘱  

教 育 委 員 会  

生
涯
学
習
部 

博 

物 

館 

博
物
館
長 

博
物
館
次
長 

市史編さん審議会（１０） 

市史編集委員会（５） 
＊適宜設置  

博物館協議会（H20.3.31 廃止） 

一茶双樹記念館  
杜のアトリエ黎明  
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■  流山市史編さん審議会委員（敬称略） 

区 分 氏   名 役  職 備  考 
家 山 和 夫  元教員・元社会教育指導員   

小 川   浩  昭和女子大学文学部講師   

栗 山 秀 純  大正大学教授 会 長 

下津谷 達 男  元国学院栃木短期大学教授   

堀 部 昭 夫  元千葉県立現代産業科学館副館長  副会長 

青 木 更 吉  地域史研究家  

鈴 木 仲 秋  江戸川短期大学名誉教授   

村 田 一 二  千葉県総合教育センター嘱託   

第１号 
選 出 

山 田 友 治  東京工芸大学教授  
第２号 
選 出 松 本 好 夫  図書館長  

任 期 平成１８年５月１６日から平成２０年５月１５日まで  

■ 流山市編集委員会委員（敬称略） 
氏  名 役  職  名 備  考 

小 川  浩 昭和女子大学講師 会長・監修 

石神 裕之 慶應義塾大学准教授 原始・古代・中世 

中山 文人 松戸市立博物館学芸員 中世 

猪 股  寛 野田市立郷土博物館学芸員 近世 

松丸 明弘 千葉県立東葛飾高等学校教諭 近代・現代 

任 期 平成２０年３月１３日～平成２２年３月３１まで  

■ 職員（平成１９年度） 

 館 長：川根 正教  
 次 長：山口 憲彦  
 管理係  係   長：菊本 孝  
      主   事：吉田 丈展  

学芸係  係   長：山口次長事務取扱  
      主任学芸員：増崎恵美子・遠山 仁恵  
      副 主 査：横尾 伸一  
 

■ 臨時職員  
 一般事務（管理係）     １人  
 資料調査員（学芸係）    ３人  
 資料整理員（学芸係）    ３人  
 企画展監視員（学芸係）   ４人(第１回２人 第２回２人) 
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９ 一茶双樹記念館利用状況 
■  一茶双樹記念館入館者数  流山市流山６丁目 670-1 04-7150-5750 

月 
一般 

個人 

一般 

団体 

小中 

個人 

小中 

団体 
割引 免 除 

観覧者

合  計 

施  設 

使用者 

入館者

合  計 

4 月 393 人 44 人 17 人 0 人 0 人 147 人 601 人 317 人 918 人 

5 月 286 人 0 人 6 人 0 人 0 人 241 人 533 人 245 人 778 人 

6 月 229 人 0 人 3 人 0 人 0 人 115 人 347 人 205 人 552 人 

7 月 144 人 0 人 4 人 0 人 0 人 92 人 240 人 231 人 471 人 

8 月 190 人 0 人 17 人 0 人 0 人 105 人 312 人 31 人 343 人 

9 月 249 人 5 人 9 人 0 人 0 人 245 人 508 人 337 人 845 人 

10 月 270 人 88 人 5 人 0 人 0 人 132 人 495 人 201 人 696 人 

11 月 247 人 126人 4 人 0 人 0 人 332 人 709 人 135 人 844 人 

12 月 152 人 33 人 6 人 0 人 0 人 72 人 263 人 25 人 288 人 

1 月 196 人 0 人 6 人 0 人 0 人 138 人 340 人 233 人 573 人 

2 月 223 人 0 人 5 人 0 人 0 人 114 人 342 人 35 人 377 人 

3 月 317 人 117人 17 人 0 人 0 人 399 人 850 人 29 人 879 人 

合 計 2,896 人 413人 99 人 0 人 0 人 2,132 人 5,540 人 2,024 人 7,564 人 
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10 杜のアトリエ黎明利用状況  

■  杜のアトリエ黎明利用状況   流山市流山６丁目 562-2 04-7150-3536 

月 作品展 行 事 会 議 その他 
合計利

用件数 

利 用 

日 数 
入館者合計 

4 月 ３件  ２件  ５件  ２６日 ６５１人 

5 月 ３件 １件   ４件 ２２日 ９５６人 

6 月 ３件 １件   ４件 ２２日 ５２４人 

7 月 ２件  １件  ３件 ２５日 ２４７人 

8 月 ２件 １件 １件  ４件 ２７日 ６８４人 

9 月 ３件  ２件  ５件 ２５日 ６２１人 

10 月 ４件 １件 １件  ６件 ２６日 ９８２人 

11 月 ３件  １件  ４件 ２６日 ７０１人 

12 月 ３件 ２件 ２件  ７件 ２１日 ３５５人 

1 月 １件 １件 ２件  ４件 １６日 ５８０人 

2 月 ２件 １件 ２件  ５件 １８日 ６７７人 

3 月 １件    １件 ２６日 ６１５人 

合 計 ３０件 ８件 １４件 ０件 ５２件 ２８０日 ７，５９３人 



30 

11 博物館友の会活動状況  

 平成１９年度の活動経過を報告いたします。  
 前年に引き続き、文章、朗読、川柳の３講座は新会員を迎えてそれぞれ盛況

であります。 
 出版関係では「東葛流山の聞き書き」を特集した『東葛流山研究 26 号』を３

月に発行しました。会報『におどり』

も 81 号、82 号、83 号と発行しまし

た。特別企画ではわいわい討論会、

近藤勇忌、ミニ研究会等を実施いた

しました。歴史散歩では相原さんの

「東葛歴史散歩」、山本、村越さん

の「木下河岸散歩」と「講演会」、

中村さんの東京の歴史建造物散歩、

新保さんの「おおたかの森散歩」の

他、「東葛路上観察会」「野田の博物

館めぐり」、浅利さんの出版記念会

などがありました。山本鉱太郎さん

の「アンコール奥の細道」も４年目  
を迎え、金沢から大垣までついに歩き終わりました。その他、恒例の忘年会で

は「私の宝物」の新企画、新年会では子年にちなむクイズや地名しり取り合戦

などを織り込み、今年も思い出深い一年となりました。  
 

●１年間の足跡 （毎月の文章、朗読、川柳の３講座は省略） 

19. 4. 1      友の会拡大幹事会 『東葛流山研究第 25 号』配本 

19. 4. 8    第４回勇忌と講演会（主催:大出俊幸）  

19. 4.29    総会 北野道彦賞（梧桐賞は該当者なし） 

19.5.25～27 アンコール奥の細道の旅（講師：山本鉱太郎） 

19. 6.15     におどり８１号発刊 

19. 6.23     東葛歴史散歩 （講師：相原正義） 

19. 7.28     流山わいわい討論会（司会：奥田富子） 

19. 8.26     路上観察会（柏編）（講師：山本鉱太郎･相原正義･青木更吉） 

19. 9.23     東京の歴史的建造物散歩（講師：中村哲夫） 

19.10.15     におどり８２号発刊 

19.10.21     野田博物館めぐり（講師：相原正義・関本いずみ・飯野嘉子） 

19.11.18     木下河岸歴史散歩と講演会（講師：山本鉱太郎・村越博茂） 

19.12.16     爆笑忘年会（小倉ホール） 

20. 1.12     浅利ミチさんの出版パーティー（割烹新川） 

20. 1.14     友の会新年会（下花輪ホットプラザ） 

20. 2.10     激変するおおたかの森周辺を歩く（講師：新保国弘） 

20. 2.15     友の会幹事会（北部公民館） におどり８３号発刊 

20. 3. 1     東葛流山研究２６号発刊 

20. 3. 9     友の会ミニ研究会（北部公民館） 

 

旧近衛師団司令部庁舎前  
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        交 通 の ご 案 内  
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
●交  通：〔電 車〕ＪＲ馬橋駅又は新松戸駅より流山線に乗換  

流山駅下車 徒歩７分  
つくばエクスプレス流山セントラルパーク駅下車 徒歩 20 分  

〔バ ス〕京成バス（文化会館入口下車） 東武バス（加二号公園前下車）  
〔自動車〕県道松戸野田線流山中央交番前  

●開館時間：午前９時３０分から午後５時００分まで  
●休  館  日：毎週月曜日（国民の祝日が月曜日の場合はその翌日）  

毎月月末の日（但し､月末の日が土・日曜日の場合は除く）  
年末年始、その他臨時休館があります。  

●入  館  料：特別展を除き入館料は無料です。  
特別展（大人 ２１０円、小人 １００円）  
但し、団体など減免制度がありますので、お問い合わせください。  

 


